
連携元のシステムからCSVファイル等を出力
し，連携先のシステムで当該ファイルを取
込むといった仕組みになります。
なお，設計積算システムではデータ連携を
想定しておりません。

本市から受託者へ移行データを提供する際
のCSVファイル等のレイアウトを受託者から
提示した上で，本市の現行コードから新シ
ステムのコードへの変換等の詳細について
協議することです。

同時使用者数と考えて問題ありません。

メーカーの統一，保守管理上同期を取る必
要はありません。

提案者による提案の範疇となります。

問題ありません。

積算専用端末の設置はなく，下水道関連の
各部署の執務室に端末を設置しています。
（要件定義書P16 下水道情報ネットワーク
概要図参照）

CSV及びPDF（又は紙）での提供が可能です。

調達仕様書別紙2 保守業務仕様書の3(5)に記
載のとおりです。



WSUSサーバの利用は不可とします。

10台程度の利用が可能です。

設計書共通様式作成については，業務フ
ロー図 P4に記載のとおりの内容であり，ま
た，システム対象外の作業のため出力物・
入力画面はありません。

同上。

調達仕様書別紙2 保守業務仕様書 P6に記載
のとおり，具体的な単価等の項目は発注者
と受注者の協議により決定するものになり
ます。

PDFでのデータ提供を想定しています。

CDの購入はしていません。

調達仕様書別紙1-2 機能要件一覧表 No.50に
記載のとおり，１つの項目に複数の単価を
有するものに対しては，平均値又はいずれ
かの単価を選択できることが要件となりま
す。

調達仕様書別紙1要件定義書の3.5(2) 表3-5-2
に記載のとおりです。

PDFでのデータ提供を想定しています。



調達仕様書別紙1-2 機能要件一覧表 No.19に
記載のとおり，下水道用設計標準歩掛表
（ポンプ場・処理場（機械設備）編，同
（電気設備）編及び設計委託編）に準拠し
た計算内容になります。

調達仕様書別紙1-2 機能要件一覧表 No.59に
記載のとおり，内訳書の項目ごとに参照す
る代価表の番号（参照番号）を出力するこ
とが要件となります。

調達仕様書別紙1-2 機能要件一覧表 No.82は
出力を伴う機能要件ではありません。

現時点で設計書様式は提供はいたしません。
なお，下水道用設計標準歩掛表（ポンプ
場・処理場（機械設備）編，同（電気設
備）編及び設計委託編）等の設計書作成例
に準拠した様式を想定します。

変更設計時において，変更（追加・修正）
箇所に対して最新の単価を使用する必要が
あることから，最新の版数を自動で選択す
るものになります。

直接工事費等のみ及び経費等のみを分けて
確認することが必要であるためです。

・設計書の誤削除を防止する必要があるためです。
・編集は「設計書の編集」，マスタ編集は「単価
マスタ等の編集」，ユーザ管理は「ユーザ登録
等の操作」となります。

・本市要件を満たしていれば問題ありません。


